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T10a 「すざく」衛星によるAbell 478銀河団の外縁部の観測
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CDMモデルに基づく宇宙の階層的構造形成によれば、銀河団は宇宙年齢をかけて進化し、銀河団では現在も
大規模構造のフィラメントから質量降着が起こっていると考えられている。「すざく」衛星により初めて輝度の低
い銀河団外縁部の観測が可能となり、我々の観測も含め 10個以上の銀河団でビリアル半径までの観測が行われた
(e.g., 佐藤他 2012年春季年会 T04a, 市川他 2011年秋季年会 T07a)。さまざまな銀河団全体を系統的に調べるこ
とが重要であるが、現状では z<0.1の銀河団で全方向をカバーする観測例は少なく、z>0.2の場合は明るい点源
からの放射の混入のために観測領域の数割が使えず CXBのゆらぎの影響が大きくなってしまう。
Abell 478銀河団は z=0.0881、平均温度 6.8 keVの relaxした銀河団であり、近傍のためにCXBのゆらぎの影

響を小さく押さえることができる。我々は「すざく」でAbell 478銀河団の外縁部の東西南北 4方向の観測を行っ
た。温度は中心部の ∼ 7 keVからビリアル半径付近において南と東で ∼ 2 keVまで低下していた。また、得ら
れたエントロピー分布は衝撃波加熱のみを考えた理論予測と比べ、南と東においてビリアル半径の半分よりも外
側で小さくなった。このエントロピー分布の結果は、外縁部での静水圧平衡からの逸脱を示唆している。さらに、
静水圧平衡を仮定した質量や銀河団中のガス質量比も求めた。講演では、これまでビリアル半径まで観測された
他の銀河団と温度、エントロピー分布、重力質量やガス質量比についても比較する。


